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宮城県市長会会則 
 

第１章  総 則 

 

（名称及び組織） 

第１条 本会は、宮城県市長会と称し、宮城県内各市長（以下「会員」という。）をもって組

織する。 

 

（目 的） 

第２条 本会は、宮城県各市間の連絡協調を図り、あわせて都市行政に関する事項を調査、研

究並びに協議し、市政の円滑なる運営と進展に資し、もって地方自治の興隆発展に寄与する

ことを目的とする。 

 

（事 業） 

第３条 本会は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。 

 （１）市政に関する中央及び各市間の連絡協調 

 （２）市の行財政等に関する調査、研究並びに資料及び情報の交換 

 （３）その他本会の目的を達成するために必要な事項 

 

（事務所） 

第４条 本会の事務所は、仙台市青葉区上杉１丁目２番３号宮城県自治会館内に置く。 

 

第２章 役員及び顧問 

 

（役 員） 

第５条 本会に、次の役員を置く。 

 会長１名、副会長３名、監事２名 

２ 会長、副会長及び監事は会員の互選とし、第８条の規定による秋の定例会において選任す

る。 

３ 役員の任期は２年とする。ただし、再任を妨げない。 

４ 役員の任期開始日は、第２項の規定により選任された年の翌年４月１日とする。 

５ 会長は、会務を総理し、本会を代表する。 

６ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるとき又は欠けたときはその職務を代行する。 

７ 監事は、会計の監査にあたる。 

８ 補欠の役員の任期は、前任者の残任期間とする。 

 

（顧 問） 

第６条 本会に顧問を置くことができる。 

２ 顧問は、市長会議に諮り選任する。 

３ 会長は、顧問に対し、会の運営等について意見を求めることができる。 
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第３章 会 議 

 

（会 議） 

第７条 本会の会議は、市長会議及び正副会長会議とする。 

 

（市長会議） 

第８条 市長会議は、定例会及び臨時会とし、会長がこれを招集する。 

２ 定例会は、毎年、春秋の年２回開催することとし、臨時会は、会長が必要と認めるとき開

催する。 

３ 市長会議の議長は、定例会にあたっては開催地の市長が、臨時会にあたっては会長がこれ

にあたる。 

４ 市長会議に会員が出席できないときは、その代理者（次項において「代理者」という。）

を出席させることができる。 

５ 市長会議は、会員（代理者を含む。）の半数以上が出席しなければ開くことができない。 

６ 市長会議の議事は、出席者の過半数で決し、可否同数のときは議長の決するところによる。 

 

（正副会長会議） 

第９条 正副会長会議は、会長及び副会長をもって組織し、必要に応じ会長がこれを招集し、

議長となる。 

２ 正副会長会議は、市長会議により委任された事項及び本会会務の基本的事項並びに当面す

る重要事項（次項において「審議事項」という）について審議する。 

３ 正副会長会議は、審議事項のうち、特に緊急に措置する必要があると会長が認めるものに

ついて、これを決定し、措置することができる。この場合においては、その経過と結果につ

いて市長会議に報告する。 

４ 正副会長会議は、会長を含む３名以上が出席しなければ開くことができない。 

５ 正副会長会議の議事は、出席者全員の賛成で決する。 

 

第４章 特別委員会 

 

（特別委員会） 

第１０条 調査研究その他政策審議のため特に必要があるときは、特別委員会を置くことがで

きる。 

２ 特別委員会の設置並びにその組織及び運営については、市長会議に諮って、会長がこれを

定める。 

 

第５章 下部組織 

 

（下部組織） 

第１１条 本会の目的を達成するため下部組織として、副市長会を置く。 

２ 前項のほか、必要に応じて各担当職員で構成する専門部会を置くことができる。 

３ 副市長会及び各部会の運営等については、それぞれ副市長会及び各部会において定めるも

のとする。 
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第６章 会 計 

 

（会計年度） 

第１２条 本会の会計年度は、国の会計年度による。 

 

（経 費） 

第１３条 本会の経費は、各市の負担金等をもって充てる。 

 

（予 算） 

第１４条 本会の予算は、市長会議に諮り承認を得るものとする。 

 

（決 算） 

第１５条 本会の決算は、監事の監査を経て市長会議に報告するものとする。 

 

第７章 事務局 

 

（事務局） 

第１６条 本会の事務を処理するため、事務局を置く。 

２ 事務局に事務局長及び事務局職員を置く。 

３ 事務局長の任免は、会長が正副会長会議に諮り定め、事務局職員の任免は会長がこれを行

う。 

４ 事務局長は、会長の命を受け、事務局の事務を掌理し、事務局職員を指揮監督する。 

５ 事務局職員は、事務局長の命を受け、事務に従事する。 

 

第８章 補 則 

 

（会則の改正） 

第１７条 会則の改正は、市長会議の議決を必要とする。 

 

（委 任） 

第１８条 本会則に定めるもののほか、必要な事項については会長が別に定める。 

 

 

 附 則 

１ この会則は、昭和４７年２月１５日から施行する。 

２ 昭和２９年１０月８日施行の会則は廃止する。 

 

 附 則（昭和４８年２月改正） 

１ この会則は、昭和４８年２月１２日から施行する。 

 

 附 則（平成１０年４月改正） 

１ この会則は、平成１０年４月１５日から施行する。 

 

 附 則（平成１２年４月改正） 

１ この会則は、平成１２年４月１４日から施行する。 
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 附 則（平成１８年８月改正） 

１ この会則は、平成１８年８月３０日から施行する。 

 但し，第６条については，平成１９年４月１日から施行する。 

 

 附 則（平成２０年４月改正） 

１ この会則は、平成２０年４月２３日から施行する。 

 

 附 則（平成２４年４月改正） 

１ この会則は、平成２４年４月１８日から施行する。 

 

附 則（平成３０年１１月改正） 

１ この会則は、平成３０年１１月２０日から施行する。ただし、第４条及び第１４条の規定は、

平成３１年４月１日から施行する。 

 

附 則（令和２年３月改正） 

１ この会則は、令和２年３月２３日から施行する。 

 

附 則（令和５年８月改正） 

１ この会則は、令和６年４月１日から施行する。 

 


